
・照明用のスイッチのボディーが半分、焼損（破損）していた。

・端子部は異常発熱により赤褐色に変色し、先端部が溶けていた。

・挿入されていた電線にばねによる傷は無く、先端が溶けていた。

　

・右図(×表記)のように電線の挿入が

　不十分であったと考えられる。

・配線の余長を利用し、破損した先端

　部を切断し、被覆を正規の長さによ

　り、新規のスイッチに交換した。

・ケーブルの被覆を剥く寸法の確保と挿入状況の確認を、施工要領書などに明示し徹底させる。

・スイッチ本体裏に、ストリップゲージがある製品もあり、これを利用して電線の被覆を剥く

　寸法を確認する。
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